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　2009ー 2010年度テーマ
R . I . テ ー マ	 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」
	 	 R . I . 会 長	 John		Kenny
2580地区テーマ	 「ロータリーの未来はあなたの手の中に」
	 	 地区ガバナー	 多 　田　　　宏
クラブテーマ	 「感謝の心で行動を」	 クラブ会長	 小 　林　雅　純

今後の卓話予定

本日の卓話

２/10	 「そば打ち・美味しい蕎麦について」
早稲田大学商議員　そば匠　岩田光弘様　　紹介者　吉田長二君

２/17	 移動例会　16・17 日
	 	 「地区大会」　ホテル・ニューオータニ

「サプリメントって何？」その正しい付き合い方
医薬情報研究所　㈱エス・アイ・シー　取締役　堀美智子様　　紹介者　藤掛靖元

前回（1/27  1161 回例会）の記録
来　訪　者　紹　介

	総会員数	 休　会	 出席免除	 出　席	 欠　席	 出席率	 修　正　出　席　率

	 42名	 0 名	 ２名	 32名	 8 名	 80.00％	 1159 回例会修正　欠席 2名・出席率 95.0％

◆ゲスト １名 落語家　金原亭馬吉	様

◆ビジター ２名 東京浅草RC　冨 井 征 也	様・東京浅草RC　湧 井 壮 吉	様

出　　席　　報　　告

会長報告＜小林会長＞
・青木ガバナー補佐の話　昔も今もこれから
も「親睦」と「奉仕」が最も大切なことに
変わりはない。この二つを大切にしながら
新しい「人づくり」の始まりだ。

　ポール・ハリス　ロータリー最大の使命、それは
「人づくり」だ。入りて学び、出でて奉仕せよ。

　「あーぁ	楽天イーグルズ」野村克也著	P74
野球は生きるための手段であり、人生を生
きることが目標（人生訓）	人は何の為に

幹事報告＜古谷幹事＞
・地区国際奉仕委員長より２月16日14時より
地区大会にて「ロータリーが育てる新世
代」というテーマでセッションを行うとい
う案内が来ております。クラブ奉仕・社会

奉仕・国際奉仕の各区委員長に出席して欲
しいそうです。
・ロータリー米山記念奨学会から確定申告用
領収証が来ております。該当する方にはポ
ケットに入れておきます。

生まれてくると思うか？　それは、世のた
め、人のために生まれてくるんだ。自分が
どのように生きていくのか考えれば、心が
変わる。心が変われば態度が変わる。態度
が変われば行動が変わる。行動が変われば
習慣が変わる。習慣が変われば人格が変わ
る。人格が変われば運命が変わる。運命が
変われば人生が変わるのである。

・１月24日㈰夜、12chで	たいめいけん	３代目の
テレビ放送がありました。

委員会報告
＜親睦委員会　伊石委員長＞
・来月の３日㈬	岩戸さんのご尽力により日

本橋の“たいめいけん”にて新春おもいやり
亭を行います。只今37名の方の参加です。
宜しくお願い致します。

	 1	日	（70 才）	岩戸正一君	 16	日	（66 才）	天笠悦藏君
２月お誕生日祝	 18	日	（56 才）	本健太郎君	 20	日	（56 才）	渡辺丈樹君
	 26	日	（35 才）	吉田尊裕君	

会長　小 林 雅 純
幹事　古 谷 輝 彦



　　 卓　話

古典落語「井戸の茶碗」

落語家　　　　　　　　
金原亭　馬　吉　様

紹介者　岩 戸 正 一　君

ニコニコボックス
＜小林会長、古谷幹事＞
・古典落語「井戸の茶碗」楽しみに聞かせて
頂きます。金

きん

原
げん

亭
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馬
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吉
きち

師匠よろしくお願い
致します。

＜岩戸＞
・金原亭馬吉さんをご紹介します。若手です
が、真の落語を目指して日々稽古に励んで
います。今後ともごひいきの程宜しくお願
い致します。

＜本、大塚、永井、海内、原田＞
・格調高い古典落語しっかり聞きますので、
宜しくお願いします。

＜松崎＞
・びんざさら新年会に、海内さん、永井さ
ん、矢野さん、ご参加頂き誠に有難うござ
いました。

＜海内＞
・先週例会後のお茶飲会での残金ニコニコし
ます。

＜今週担当　柿沼常夫＞

「ロータリーの友」２月号のお勧め

2 月は「世界理解月間」です。
ロータリー財団国際親善奨学金が生まれた背景、歴史、等々「明日を荷う若い人た
ちを支援するロータリーの奨学金」について一読下さい。P19

地区大会記念講演
「近代史に見る韓日関係と奉仕の理想」
第 3720 地区・韓国　1992 〜 93 年度ガバナー　姜（カン）スンヘン
戦前の日韓併合、戦後の米ソによる南北朝鮮の分断という過酷な運命に翻弄されな
がら生き抜いてきた姜氏の講演です。小学生時代に出会った日本の若き教師の勇気
ある教訓、戦後の感動的な文通。ロータリーの「奉仕」とは「善意と思いやりの心
が宿る奉仕で無ければならない」と言う氏の言葉が深く響きます。


